日英翻訳を希望される方は、日本語原稿を、ワード、エクセル、パワーポイント等の入力可能なファイルでe-メールに添付して、本無料見積請求フォームと一緒に、添付ファイルにて、ご送付ください。 

(a)公費で検討の方は以下の情報をご記入ください。 

　所属機関： 
　依頼者名： 
　電話番号： 
　FAX番号： 
　所在地： 

(b)私費で検討の方は以下の情報をご記入ください。
(私費で立て替え、あとで公費請求する場合は下記にタイプをよろしくお願いいたします) 

　姓名： 
　自宅電話： 
　自宅FAX： 
　自宅住所： 

-------------------------------------- 

(c)選択項目 
　ご希望のサービスメニューをひとつ選択して下さい。 
（選択しない不要なサービスを削除しておいてください） 
(1)技術翻訳：\2400～\3200/日本語原稿200文字
(2)医学翻訳：\3200～\3900/日本語原稿200文字
(3)法務翻訳：\3900/日本語原稿200文字
(4)会計翻訳：\4200/日本語原稿200文字
(5)その他  ：\2100～\4200/日本語原稿200文字


(d)英訳原稿の使用目的をご明記ください。

注：特に、契約書の英訳の場合は注意が必要です。
日本法人と日本法人の間で使用する契約書と、日本法人と海外法人との間で使用する契約書では、準拠法（契約内容の根拠となる法律）が、同じ日本法である場合でも「その体裁」がことなります。海外の会社との契約に使用するなら｢準拠法｣｢合意管轄｣「ウィーン条約除外の条項」「法の抵触に関する原則の除外」等の追加が必要になります。又、英語版を正本とする場合、日本語版を正本とする場合も体裁は異なります。→大変、複雑ですので電話でご相談してください。
-------------------------------------- 
＊ここから先は研究発表の論文の英訳依頼の方のみのご記入で結構です。
(e)研究論文の発表国をご明記下さい。 

　国名（　　　　　　　　　） 

(f)ご依頼英文の投稿雑誌の専門分野を御明記ください。 

　分野　（　　　　　　　　　） 

(g)Abstractの単語数又は文字数上限をご明記ください。 

　単語数　　　　　　　　　　　words 
　文字数文字数　　　　　　　characters（スペース含めない） 
　文字数文字数　　　　　　　characters（スペース含める） 

(h)Abstractの上限に含めるか含めないかをご選択ください。 
（不要なものを削除しておいてください） 

　1. キーワード（含める） 
　2. キーワード（含めない） 
　3. タイトル（含める） 
　4. タイトル（含めない） 
　5. 著者名（含める） 
　6. 著者名（含めない） 
　7. 所属（含める） 
　8. 所属（含めない） 

(h) リファレンスを英訳範囲に含めるか含めないかご選択ください。 
（不要なものを削除しておいてください） 

　リファレンス（含める） 
　リファレンス（含めない） 
注：弊社でリファレンスの文献名を日本語から英語に英訳する場合は逐語訳になります。
（海外発表済みの日本の文献ではすでに正式の英語表題が決まっている場合がありますが、その調査は困難なのでお受けしていません。したがって、弊社英訳と発表されている既存の英語の表題が不一致になる危険性がありますので、あらかじめご了承の程、よろしくお願いいたします）
